
S.プ ラ ン トDasNarrenschiff(1494)の 語 法 に つ い て

～[27]vonvnnutzemstudierenを 手 掛 か り に ～

大 島 浩 英

要 旨

本稿 では、初期新 高 ドイ ツ語時代 の人文主義 者SebastianBrantの 風刺 詩集Das

Narrenschiff(1494)の 中か ら、第27章 。vonvnnutzemstudieren"を 例 に、初期新高 ドイ

ツ語(上 部 ドイツ語 アレマ ン方言地域)で 書かれた この詩を中高 ドイッ語、新高 ドイッ

語 と比較 しなが ら、個々の語法的特徴 について考察を行 った。

この時代 の書記法には不統一 な部分が多いが、摩擦音h、chの 表記上 の揺 れ、 またこ

の時代の大 きな特徴 である必ず しも音声上の根拠 を もたない子音の重 ね書 き、あるいは

U/Vや 、i、j/yと いった表記上 の交替な どが緩やかな規則性 をもって使用 されている

状態が このテクス トにおいて見 られた。 また音韻面、統語面では、二重母音化、Senkung

が起 こる以前の状態、gan/gonの 並存、 中高 ドイツ語 の人称変化形の名残 りなどが見

られ、 また、文法表示機能 に影響する語末音消失(人 称、格変化語尾eの 脱落)や 、あ

るいは韻文であることも影響す るが不完全 な枠構造な どもあって副文 と主文 との区別が

不明瞭になるなど、言語的 にまだ整備段 階にあることが分か る。

キー ワ ー ド 初期 新 高 ドイ ツ語 、 ゼバ ス テ ィア ン ・プ ラ ン ト、 阿呆船 、 ドイ ツ語 学

は じめに

宗教 改 革 目前 の1494年 、 人文主 義者SebastianBrantに よって風刺 詩集DasNarrenschiff

(1494)「 阿呆船 」 が書 か れた。 そ の 中の第27章,,vonvnnutzemstudieren"「 無用 の学 問の

こ と」 を対象 に、初 期新 高 ドイツ語(上 部 ドイツ語 ア レマ ン方 言地 域)に よる この詩 を

中高 ドイ ツ語 、新 高 ドイ ツ語 と比較 検 討 し、個 々の語 法 的特 徴 につ い て考 察 を行 っ た。
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Brantは 中 世 キ リ ス ト教 的 伝 統 に 基 礎 を 置 く人 文 主 義 者 で あ っ た と 言 わ れ 、 こ の 詩 に も

そ う い っ た 観 点 か ら の 風 刺 が 加 え ら れ て い る も の と 思 わ れ る 。 な お 、 こ の 詩 は 二 行 を 一

組 と し て 脚 韻 で 結 ぶ 形 式 で 書 か れ て い る が 、 以 下 の 和 訳 で は 韻 律 に 関 係 な く、 な る べ く

逐 語 訳 を 心 掛 け 、 テ ク ス トに は5行 ご と に 行 数 を 付 し た 。

使 用 テ ク ス ト

原 文:

SebastianBrant:DasNarrenschiff.Studienausgabe.Hg.vonJoachimKnape.Stuttgart

2005.(ReclamsUniversal-BibliothekNr.18333)S.197ff.

現 代 語 訳:

SebastianBrant:DasNarrenschiff.Ubtrg.vonH.A.Junghans.Stuttgart1964.

BibliographischerganzteAusgabe1992.(Universal-BibliothekNr.899)S.lOIff.

略 語:Mhd.中 世 高 地 ドイ ッ 語 、Frnhd.初 期 新 高 ド イ ツ 語 、Nhd.新 高 ド イ ツ 語

原 文

Wernitdierechtekunststudiert

e

Derselbjmwoldieschellenrunt
e

Vndwortamnarrenseylgefurt

正 しい 学 問 を学 ば ない者 は

きっ と自分 で阿呆 鈴 を打 ち鳴 らす

そ して道化 師綱 で引 き回 され る

1

現 代 語 訳

WernichtdierechteKunststudiert,

DerselbewohldieSchellenriihrt

UndwirdamNarrenseilgefuhrt.

nit:ま ず こ こで 否 定詞 と して用 い られ て い るnitは 現 代語 のnichtに 対応 す る語 で あ

るが、tの 前 でch(<h)が 消失 してお り、 これ は特 にwestmitteldeutsch、westoberdeutsch

で見 られ た現象 で あ る1)。 またMhd.で はnihtと 並 ん でnieht、niet、niutな ど様 々な語

形が 並存 して いた。

kunst:普 通名 詞kunstの 語 頭 は大文 字書 きされ てお らず 、 この テ クス トに現 れ る普通

名 詞 はすべ て まだ小 文 字書 きで あ る。大 文 字書 きは元 来文 の切 れ 目を示す た めの もので

あ っ たが、 文頭 や 固有 名 詞 の大文 字 書 きが16世 紀 に は普 通 名詞 に も拡 が り、 その 書記 法

が17世 紀 頃 には定 着 した と言 われ る。 さて現 代 語 のKunstは 主 に 「芸術 」 の意 味 で使 わ

れ るが 、 こ こで は 「学 問(Wissenschaft)」 の意 味 で用 い られ てお り、 特 に中世 の大 学 で

の 教養7科 目die[Sieben]FreienKunstez)(リ ベ ラル ア ー ツ)を 指 す もの と考 え られ る。

Derselb:不 定 関係 代 名 詞werを 受 け る後行 詞 と して用 い られ てお り、 現代 語 で は指
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示 代 名詞derの み が使 わ れ るが 、 ここで は 「同一 の」 を意 味す る形 容 詞selbが 添 え られ

てい る。 この場 合 、現 代 語 ではderselbeと 形 容詞 の格 変化 語 尾eを 添 えて一 語 で表記 さ

れ る ところ だが、 この テ クス トで は まだ分 か ち書 き され てお り、2つ の 語 の融合 で はな

く組 み合 わせ で表 現 され て い る。 他 に もこの テ クス トで はdasselb、domit、darvmb、

darvF3,zuletstな どに この現 象 が見 られ る。 また 、selbの 後 のeが 脱 落す るApokope3)

(語末 音消 失)が 起 こっ てお り格 変 化表 示 が な され て い ない。 なおDerselb以 下 の文 は

主文 で あ るが、 脚 韻 を合 わせ るため動 詞 のecurtが 文 末 に置か れ て い る。

jm:こ の3格 は現代 語 で は再帰 代 名 詞sichで 表 現 され る と考 え られ る もの だ が、 こ

の時代 で は まだ再 帰代 名 詞 は一一般化 してい なか っ たた め、 ここで は人 称代 名詞 の3格 が

用 い られ た もの と思 わ れ る。 なお現 代 語訳 には この3格 は挿 入 されて い ない。

e

wol、rurt:こ れ らの語 は現 代語 で は長 音化 し、 それ ぞれwohl,ruhrtの よ うに長音 を表

すhを 添 え て表記 され る よ うにな って い る。

Vnd:現 代 語 で はundと な りこ こで はuがvで 表 記 され て い るが 、vは 初 期新 高 ドイ

ツ語 期 で は語 頭 にお い て母音 、子 音 の双 方 に用 い られ る。

wurt:こ れ は現代 語 のwirdに 相 応 す る受動 の助動 詞 で、3人 称 単 数現在 で はmhd .

wirt、nhd.wird共 にiの 母 音 にな るが、 このテ クス トで はuに 母 音 が交 替 してい る。

narrenseyl:こ こで も上述 の よ うに2つ の語 の組 み 合 わせ が分 か ち書 きされ て い るが 、

現 代 語 で はNarrenseilと 一語 に造語 され て いる。

gefurt:wol、erurtと 同様 、gefurtも 現代 語 ではgefiihrtと 長音化 し、長音 を表示 す るh

が添 え られ る。 なお 、 以上 の3行 はstudiert、ecurt、gefurtで 脚 韻 を踏 ん でい る。

皿

vonvnnutzemstudieren

無 用 の 学 問 に つ い て

VonunnutzemStudieren

vnnutzem:語 頭 のvは 現 代 語 のuに 対 応 す るが 、語 中のuは こ こで はiiを 表 す可 能

性 もあ る。 また別 の テ ク ス トで はvnnutzeと い う、 格 変化 語 尾 が確 定 して い ない表 記 も

見 られ る4)。

DerstudenttenichouchnitfiirDerStudentenichauchnichtschone:む
SiehantdiekappenvorzustiirSiehabendieKappevorauszumLohne,

学生 た ちを も私 は容 赦 しな い

彼 らはず きん を と りわけ報 酬 と して 身 につ けて い る
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Derstudentten:こ こで はtの 重 ね書 きが見 られ る。 子音 の重 ね書 きは本 来 、短母 音 な

どの音 を表 記す るた めの もので あ ったが 、後 には この場 合 の ように実 質 的 な機 能 が な く、

単 な る装 飾 と して重 ね書 きされ る こ と もあ った。

ouch:現 代語 で はauchと なるが 、Mhd.か らNhd.に か けて起 こった舌 の位 置 が下 が

るSenkung(下 げ)の 母 音変 化現 象 は ここ には まだ見 られ ない。

fur:1人 称 の変化 語尾eが 語末 音消 失 してい るが、 この語 はfrnhd.fiiren:,,durchgehen

lassen"「 容 赦す る、大 目に見 る」5)と い う意味 で用 い られ、前 述 の複 数2格derstudent-

tenを 目的語 に とる。 これ は現 代語 のfuhrenに は認 め られ な い意 味 で、frnhd.に 特有 の

もの と思 わ れ る。

hant:mhd.hanの3人 称 複 数現 在 の 形 で、 現在 で もsindな どに残 って い る3人 称複

数 現在 の語尾 一dが まだ見 られ る。

°
vorzustiir:Bobertagは これ に 。vorauszurSteuer,zumEigentum"と い う説 明 を加 え

てお り6)、原 文 のvorに も 。vorab"「 と りわ け」 とい う注 釈 が付 されて い る。現 代 語 で は

単 母 音化 してい るzuだ が、 テ クス ト中の ゜zuでは まだ二 重 母音mhd,zuoの 影響 が 見 ら

れ る。 また 、starは 現代 語 のSteur7)に 対応 す る もの で、mhd.liuteがnhd.Leuteへ と変

化 した よ うに、stiirか らSteurへ の二 重 母音 化 が起 こ った もの と思 わ れ る。 また 、1行

目と2行 目はfur、starで 脚 韻 を踏 む。

Wannsiealleyndiestreiffenan

Derzippfelmagwolnahergan

そ れ を か ぶ っ て み た だ け で8)

阿 呆 ず き ん の 先 端 が す ぐ に 続 い て 現 れ る

Undwennsiedienurstreifenan,

FolgtschonderZipfelhintendran,

Wann:こ の場 合 のwannは 時で は な く条件 を表 す撞 続 詞で 現代 語 のwennに 対 応 して

い るが、wannとwennの 意 味が 区別 され る よ うにな るの はnhd.に 入 って か らと言 われ

る。

alleyn:nurの 意 味 で用 い られ たalleynは 現代 語 で はalleinと 表記 され、iに 替 わ るy

は主 に語 中 と二重 母 音 の一 部 に用 い られ た9)。 動 詞 に関 して は、streiffenが 音 韻 の 関係

で文 中 に置 か れ、wannに 導 かれ る副 文 内 で定形 後 置 は行 われ て い ない。

zippfel:こ こで はNarrenkappe「 道 化 帽 」 の耳 の よ うに、zippfelは 突 き出 た先 端

(Narrenzipfel)を 指 して い る と思 わ れ る。

mag:こ れは現代 語 のmogenに 対 応す る話 法助 動 詞mhd.mugen、mugenの3人 称 単

数現 在 形 で、 ここで は 「可能 」 の意 味 と考 え られ る。

naher:現 代 語 のnachherに 相 応 す る副 詞 で、語 中のhが 長 音記 号 で は な くMhd.に 見
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られ る よう に まだchの 音価 を担 っ てい る こ とが 分 か る。

gan:現 代語 で はgehenと なるが 、 ここ では まだMhd.の 幹 母音aが 残 って い る。 ま

た この行 には原 文 の注釈 で 。DerNarrenzipfelfolgtsogleich"と い う説 明が な され て お り、

naherganにfolgenを 対応 させ て い る。

以上 の3行 目と4行 目はanとganで 脚 韻 を踏 む。

Dannsosiesolttenvaststudieren5Dennwennsiesolltenfeststudieren,む
SogontsielieberbubelierenSogehnsielieberbubelieren.

と い う の は 、 彼 ら は し っ か り と 学 問 を す る べ き な の に

好 ん で 悪 ふ ざ け に 走 っ て し ま う

Dann:こ こで は理 由 を表 す接 続詞 と して用 い られ てお り現 代語 ではdennで 表 現 され

るべ き ところで あ るが、 このFmhd.の テ クス トで はdennが 時 間的、 空 間的 な順序 を表

すdannと 区別 され る こ とな く用 い られ て い る。

so:Dannsoのsoは 従 属接 続 詞 的 に用 い られ、wahrend、dagegenと い った 「対 比」、

「認容」 の意 味合 い を含 ん でい る。

soltten:frnhd.sollen(<mhd.soln,suln)の 接 続 法過 去 で、 現代 語 のsolltenと 同様 に非

現 実 を表現 して い る もの と思 わ れ る。 また、oの 短 音 を表 す た め に重 ね られ た現 代 語

の1と は違 い、先 述 のstudentten同 様 、装 飾 的 にtが 重 ね書 き され て い る。

vast:こ の場 合 のvastは 「しっか りと」 とい う意味 で現 代語 の副詞festに 対 応 す るが、

こ こで は まだMhd.のvastが 使 われ てい る。

gont:4行 目で は幹母 音 にaを もつganが 見 られ たが、 こ こで は こ の幹 母 音がoと

なって現 れて お り、Frnhd.にgan、gonが 並 存 してい た こ とが この テ クス ト中 で も分 か

る。 また2行 目のhantと 同様、3人 称 複数現 在 で 語尾 にtを つ け るMhd.の 規 則 が こ こ

に残 って い る。

bubelieren:Bube「 少年 」 か ら造 語 され た もの と思 わ れ るが現代 語 には存在 しない。

Grimmで はbubelierenの 項 目で この箇所 を引 用 し、bubelnと 同 じ意 味 と して,,buben-

streichemachen,wieeinknabeaussehen,sichbenehmen."「 子供 っぽ い いた ず らをす る、

子供 の よ う な振 る舞 い をす る」 とい う説 明 を加 えて い る。 さ らに現 代 語 訳 で は 。sich

liederlichauffUhren``「 だ ら しな く(放 縦 に)振 る舞 う」 や、 原 文 で も 。sichUbermUtig

auffiihren"「 大 は しゃ ぎす る、 悪 ふ ざけす る」 とい っ た説 明 が注 釈 に見 られ るが 、H.-

J.Fischerは これ に対 して ラテ ン語 の 。lat.bibere(=trinken)"「(酒 を)飲 む」 との 関連 を

指摘 してい る10)。 なお、5行 目、6行 目はstudieren、bubelierenで 脚 韻 を踏 む 。
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Diejugentachtallkunstgarkleyn

Sielerentlieberyetzalleyn

若 者 た ち はす べ ての 学芸 を まった く軽 ん じて

彼 らが今 や ひ たす ら学 び たが るの は

DieJugendschatztdieKunstgarklein;

Sielerntjetztlieberganzallein,

jugent:本 来 は有声 閉鎖 音 で あ ったJugendのdが 無 声音 化 したた め、tと い う表記 を

行 うMhd.の 表 記法 が こ こで は見 られ る。 こうい った場 合dtと して本 来有 声音 であ った

こ とを表 示 す る場 合 もあ った 。

acht:こ こで はMhd.ahtenと は違 って、cを 付 加 して摩擦 音 を表 示 してい る。 また、

音韻 を整 え るため3人 称単 数 現在 の 人称 変化 語尾etが 脱落 し、Ekthlipsisの 現 象 が 見 ら

れ る。

lerent:こ れ は現 代 語 のlehren「 教 える」 に対 応 す る語 で あ るが 、 ここで は逆 の 「学

ぶ」lemenの 意味 で用 い られ てい る。Fmhd.で はlerenとlernenの 区別が まだ曖 昧 な状

態 で使 用 され て いた こ とが分 か る。

yetz:前 述 のalleynの よ うに、yは 語 中、二 重母 音 の一 部 と して主 に用 い られた が、

こ こで は語頭 に使用 されjと 競合 して いる。mhd.iezuo、frnhd.yetzと い った形 態 か ら

Nhd.で は語尾 にtが 付 加 され た形態 へ と拡 張 してゆ く。

以上 、7行 目、8行 目はkleyn、alleynの 二 重母 音 で脚 韻 を踏 ん で いる。

む
Wasvnniitzvndnitfruchtbarist

Dasselbdenmeysternouchgebriist10

無 駄 で 無 益 な こ と ば か り

そ れ と 同 じ こ と が 教 師 た ち に も 欠 け て い る

Wasunniitzandnichtfruchtbarist.

DenndiesdenMeisternauchgebrist,

meystern:ラ テ ン語magisterに 由 来 し、 こ こで は 。Lehrern"「 教 師」 の 意味 の複 数3

格 で用 い られ てい る。

gebrust:こ れ はmhd.gebrist(<mhd.gebresten「 欠 けて い る」)に 対 応 す る も ので 、

mhd.且nf>nhd.fU㎡ 、mhd.flistern>nhd.fliisternの よ うにiがiiに 変化 す る 円唇 化 が 見 ら

れ、 これ はFrnhd.時 代 に上部 ドイ ッ地域 を中心 に起 こった と言 われ てい る11)。 また この

定動 詞 は脚 韻 を合 わせ る ため文 末 に後 置 され副 文 の語 順 にな って い る。 現代 語 で は これ

に対応 す る もの と してnhd.gebrechen(雅 語)が 考 え られ る。 そ して9行 目、10行 目はist、

gebru.stで 脚 韻 を踏 む。

Dassiederrehtenkunstnitachten DaβsiederrechtenKunstnichtachten,
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Vnnutzgeschwetzalleynbetrachten

彼 らは正 しい学 芸 を顧 み ず

無駄 話 に うつ つ を抜 か して ばか りい る

UnnutzGeschwatzalleinbetrachten:

Das:こ のdasは 現代 語 のdassに 対応 す るが、 接 続 詞 のdassに 関 して この 時代 で は

まだ指示 代 名詞 や 定冠 詞 のdas(<mhd.daz)と 形 態 上 の区別 は見 られ ない 。

rehten:語 中のhは 摩擦 音 で あ る ため 現在 で は一般 にchで 表 記 され るが 、 こ こで は

mhd.rehtの よ うに摩擦 音 がhだ けで 表 され てい る。chの 表記 は主 に語 末 で用 い られ る

とされ るが、 これ に対 して文 末 のachten及 び1行 下 のbetrachtenで は語 中 で も用 い ら

れ て お り、 この 点 につ い て は書 記 法 に揺 れが 見 られ る。 また、2格 で 用 い られ て い る

rehtenの 格 変 化語 尾 が ここで は省 略 されず に表記 され てい る。

Vnniitz:vが 語 頭 にお い て母 音uと して用 い られ てお り、 また形 容詞 の格 変 化 語尾 が

e_e

見 られ な い。 語 中iiの ウ ム ラ ウ ト表 記 につ い て は、 この テ クス トで はrurt、gefurtと

い った 表記 と、fur、star、gebrust、vnniitzと い う両 方 の表 記 が用 い られ 、 ここ には長

母 音 、短 母音 に よる表記 上 の 明確 な 区別が な され る こ とな くeUとiiが 並存 して い る。

また ウム ラ ウ トに関 して は、現代 語 でGeschwatzとaで 表 され る音 に対 して原 文 では

geschwetzとeaで はな くMhd.以 来 のeで 表記 され て お り、 開音 、 閉音 の 明確 な区 別 は

表 記上 見 られ ない。 なお、11、12行 目は それ ぞれachten、betrachtenで 脚 韻 を踏 む。

Obeswelltagsyn/odernacht

Obhabeynmensch/eyneselgmacht

まず は昼 にな らん とす るの か夜 なのか

人が ロバ を作 ったか ど うか

皿

ObeserstTagwarOderNacht?

ObwohleinMenscheinenEselgemacht?

well:「 推測」を表す未来の助動詞mhd.wellenが 接続詞obの 影響 によ り接続法現在

で用い られてお り(直 説法現在ではwil(e))、 また人称変化語尾eが 語末音消失 してい

る。

syn:こ こでは語中、二重母音の一部 として主 に用い られるyが 長母音iに 替わって使

用されている。 またこの語が ヴィルゲルの前に置かれることによ り助動詞wellと で枠 を

作 っているが、接続詞obに よる副文内の定形後置はな されていない。

hab:こ のhab(e)も 上述のwellと 同様 に、mhd.hanが 接続詞obの 影響を受け接続法

現在の形で用 い られ もので、 ここで も人称変化語尾eが 脱落 している(直 説法現在では
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hat)。 こ こで は この完 了 助動 詞 と文末 のgmachtと で枠構 造 が作 られ て い る。 また、 文

末のgmachtで は韻律 を整 え るため 接頭 辞ge一 に語 中音 消 失 が見 られ る。 さ らに枠 内 の

eyneselで は不 定冠 詞 に男 性4格 を表 す格 変化 語 尾 一enが 欠 けて い る。13、14行 目はそ

れぞ れnacht、gmachtで 脚韻 を踏 む一方 、obで 同時 に頭 韻 も踏 んで い る。

4bSortesoderPlatolouff

Sollchleristyetiderschulenkouff/

ゾル テ スや プ ラ トンは歩 い たか

そん な教 育が 今 で は学 校 の営 み だ

150bSortesoderPlatogelaufen?

DieLehristjetztandenSchulenzukaufen.

Sortes:Sokratesの 省 略形 で、Junghansの 現 代 語 訳 の注 釈 に よる と、些 事 に こだ わ

る煩 碩 哲 学 と しての ス コラ哲 学 を意 識 した もの と考 え られ る。

louff:mhd.loufenが 、 接続 詞obの 影 響 を受 けて接 続 法現 在 の形 で現 れ てお り、fの

重 ね書 き と人称 変化 語尾eの 脱落 が見 られ る。 現代 語 のlaufenと なる よ うなSenkungの

影 響 は まだ見 られ ない。 また このlouffに つ いて は,,(peripatetisch)einhergehe"「 悠然 と

歩 く」 とい う説 明が 原 文 の注 釈 で な され て い る。 ギ リシ ャ語 のperipatos「 散 歩 道」 に

由来す るペ リパ トス学 派(迫 遥学 派)が 散 策peripateinし なが ら講 義 を行 った とい う習

慣 が あ る こ とか ら、 テ クス トのlouffは この習慣 を暗示 して い る もの と思 われ る12)。

Sollchler:指 示 代 名 詞solchで は格 変化 語 尾 のeが 、 名詞1erで も語 尾 のeが 共 に語

末音消 失 してい る。

む む

derschulenkouff:schulenの 表 記 にはmhd.schuol(e)の 二重 母 音 の名 残 が まだ見 ら

れ るが、 この語 は複 数2格 で後 のkouff(>nhd.Kauf)に か か る。kouffは この場 合、　Treiben,

Geschaft"な ど 「活動 、営 み」 とい った意 味で解釈 され てい る。 またBobertagは ゜schulen

とい う語 を特 に 「大 学」 の意 味 で述べ られ た もの と し、 さ らにSollchlerが 指 す13～15

行 目の疑 問 点 に対 して 「ばか げたplL弁 学派 の教 授 法 であ る」 とい う解 説 を加 えて い る13)。

なお 、15、16行 目はそ れぞ れlouff、kouffで 脚 韻 を踏 んで い る。

SyndtdasnitnarrenvndgantzdumbSinddasnichtNarrenandganzdumm,

DietagvndnachtgantdomitvmbDieTagandNachtgehndamnum

そ れ は ば か 者 た ち で 、 ま っ た く 愚 か な こ と で は あ る ま い か

夜 も 昼 も そ ん な こ と に か か ず ら わ り

Syndt:主 語narrenに 対応す るsinの3人 称複数現在形の語末dtは 、本来有声 閉鎖音

を表すdが 語末で無声化 したことを表すためdに さらにtを 添えて表記 された もの と思
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われ る。 しか しこの テ クス トにお いて こ うい った 表記 が表 れ る の は この箇 所 だ けで 、 こ

こ以外 で は無 声音 を表す 語尾 を もつmhd.sintが 用 い られ てい る。

gantz:語 尾 のtzは 主 に短 母音 の後 に用 い られた が、 こ こで は子音 の後 に もこの 表記

が 使用 され てお り、 現在 で はganzの 形 で定着 して い る。

dumb:Mhd.に は語頭 がtに 替 わっ てtttmp、tomb、tumな どの語形 が あ るが 、uとv

に関 して は、dumbの 語 中 でuが 、 そ して次 行 文 末 のvmbで はvが 語 頭 に用 い られて

お り、 同 じ音価 で はあ るが 出現す る場 所 に よ り使 い分 けが な され て い る。

Die:こ れ はnarrenを 受 け る関係代 名 詞 と考 え られ副 文章 を形 成 し、tagundnachtを

は さん で定 動 詞gantと 枠 を作 っ て い る。 この動 詞gantはmhd.ganの3人 称 複 数 現在

形 で、 文 末 のvmbと 組 み合 わ され、 「mit～ とか か わ る」 とい う意 味 を表現 してお り、

これ は現 代 語 で はumgehenと な り分離 動 詞 と して機 能 してい る。 なお この 関係 文 は、

次 行 のliitま で続 い て い る と考 え られ る。17、18行 目はdumbとvmbで 脚 韻 を踏 む。

Vndkriitzigensichvndanderlilt

Keynbesserekunstachtensienut20

そ し て 自 ら を 苦 し め 、 他 人 を も 困 らせ る

彼 ら は よ り よ い 学 芸 を 尊 重 し な い

UndkreuzigensichandandreLeut

Undachtenbel3reKunstkeinenDeut?

krutzigen:mhd.kriuzigenに 対 応 す る もので、 語 中 のiuが 現代 語 で はeuと 二 重 母音

に変 化 してお りFrnhd.で はuで 表記 され てい る。 このUはMhd.のiuと 同様 に長 母音

と考 え られ るが、 この後 に本 来短 母音 の後 に用 い られ るtzが 表記 され てい る。 また、

㎞itzigenの4格 目的語anderliltのanderに は格 変化 語尾eが 語 末音 消 失 して い る。 なお 、

liftはmhd.liutに 由来 し、 前 述 のkriitzigen同 様 、iu→Uへ の表記 上 の変 化 が 見 て取 れ、

さ らに これが 現 代語 で は二重 母 音 とな りLeuteに 対 応 す る。 さてBobertagの テ クス ト

で は19行 目の文 末 に疑 問符 が付 され て い るが 、 これ は17行 目か ら始 まる疑 問文 の終 わ り

を示 して い る もので あ ろ う。

Keynbesserekunst:こ こで は不定 代 名詞keynの 語 尾が 消失 して い るが 、 後続 の 形容

詞bessereに 語尾 が残 って い るた め格 表示 が可 能 となっ てい る。

nut:こ の テ クス トで は否 定詞 と して 常 にnitが 用 い られ て い るが 、 この箇 所 で のみ

nut(くmhd.niht,niut)を 使 うこ とに よ り、前 行 のlutと 脚 韻 を踏 ませ る こ とが で きる。 ま

た、 この文 で はkeynとnutの2つ の 否定 詞 が用 い られ て い るが 、 これ らは二 重 否定 で

は な く否定 の強調 と して使 用 され てい る もの と思 われ る。

DarvmbOrigenes/vonjnn DarumOrigenesvonihnen
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Spricht/dasessintdiefroschgesynSpricht,daf3sieihmalsdieFroscheschienen

そ れ ゆ え に オ リ ゲ ネ ス14)は 彼 ら に つ い て こ う 言 っ て い る

曰 く、(エ ジ プ トを 苦 し め た の は)蛙 で あ っ た

jnn:nの 上 に置 か れた横 線 は この場合 先 行す るeの 音 を表す と思 われ、従 って ここで

は前 述 のnarrenを 受 け る3人 称 複 数 人称 代名 詞sieの3格jnenと 考 え られ る。

essint:esは 次行 中die(dohant)以 下 の 関係 文 に対 す る先 行 詞 と して機 能 してお り、

強 調 的意 味 を表す 構 文 を形 成 して い る。 またsintは17行 目のsyndtと は違 い、無 声 音 を

示 すtだ けが 語尾 に付 され てい る。

frosch:(くmhd.vrosch)こ こで は複 数形 の語 尾eが 語 末音 消 失 して い る。 ウム ラウ

ト表 記 につ い て は、Brantの 。DasNarrenschiff"全 体 で 原則 的 にea、 δ、euが 用 い られ て

い るが、uウ ム ラウ トに関 してのみuとeuの 並 存 が見 られ る。

gesyn:現 代 語 で はseinの 過去 分 詞 と してgewesenが 用 い られ るが 、Frnhd.時 代 の こ

のテ クス トで はmhd.sinの 過去 分 詞形gewesen、gewest、gesinの うちgesinが 使 われ

てい る。21、22行 目はjnn、gesynで 脚 韻 を踏 んで い る。

VnddiehundsmuckendiedoKantUndalsdieHundsmucken,diedasLand

GedurechtetEgyptenlandt/Agyptenplagten,wiebekannt.

そ し て そ の と き エ ジ プ ト を 苦 し め た の は ブ ヨ で あ っ た

hundsmucken:こ れ はモ ー ビ出 エ ジ プ ト記8章 を基 に した もの で あ る とい う指摘 が

Junghansの 現代 語訳 の注釈 にあ り、 聖書 の この 章で はエ ジプ トを荒 らす もの と して 「蛙」、

「ぶ よ」、 「あぶ」 が登 場 す る。 原 文 の注釈 にはSchnaken、Grimmで はhundsfliegeと い

う説 明が あ る ため、 こ こで は 「蚊」 あ るい は 「あぶ」 の 意味 で用 い られて い る もの と思

わ れ る。 これ に対 してBobertagはKiirschner版 テ クス トの注 釈 でモ ー ゼ 出エ ジプ ト記

10章6節 を指摘 し、Heuschrecke「 い な ご」 とい う、別 の解 釈 を行 ってい る。

Gedurechtet:こ の語 はmhd.durchaehten(duraehten),,verfolgen"の 過 去 分詞 と考 え

られ 、Grimmのdurchachtenの 項 目に は 。verfolgen,unterdrucken,qualen"な どの意 味

が 挙 げ られ てお り、 これ はachten「 追放 す る、非 難 す る」 の強 調形 と考 え られ る15)。 ま

た現代 語 で は、 前綴 りに含 まれ る完 了 の意 味 との 重複 を避 け るた め、durchの 前 に さ ら

に完 了 を現 す前 綴 りge一 を付 加す るこ とは ないが 、 この テ クス トではgedurechtetとge一

が 付加 され てお り、 前綴 りge一 の用 法 に 関 して 現代 語 とのず れが見 て 取 れ る。

landt:こ こで も本 来の有 声音 の無声 化 を表 現す るた め語尾 にtが 添 え られ てお り、 こ

れ に よって23、24行 目で はhant、landtで 脚韻 を踏 んで い る。
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Domitsogatdiejugenthyen

0

SosintwirzuLyps/Erfordt/Wyen

そ して若者 たち は出 か けて ゆ く

25DamitgehtunsdieJugendhin,

SosindzuLipswir,ErfurtandWien,

そ こで我 々 は、 ラ イプ ツ ィ ヒ、 エ ア フル ト、 ウ ィー ン

gat:ganの3人 称単 数 現在 形 だ が、 この テ クス トで はganとgonの みが 現 れ、Nhd.

に近いeの 幹 母音 を もつgenは 見 られ な い。 また、 文末 のhyenと 結 びつ い て現代 語 の

分離 動詞hingehenの 意 味合 い を表 現 してい る。

hyen:Frnhd.で は二重 母音yeで あ った ものが、mhd.Liecht→nhd.Licht、mhd.gienc

→nhd .gingの ようにNhd.で は単 母音 の短音hinへ と変 化 してい る。

Lyps、Erfordt:そ れ ぞれ現 代語 で はLeipzig、Erfurtと な り、 地名 に も変化 が見 られ る

が、Erfordt-Erfurtで はfordtとfLIY't「 浅瀬」 でo、uの 母音 交替 が見 られ、 これ につ い

て はOxford-Frankfurtな どに も同様 の現 象 が見 られ る。

Wyen:Fmhd.のWyenで は二重 母音 が見 られ るが 、mhd.zuo(>fmhd.°zu)→nhd.zu

の よ うに二重 母音 は後 に単 母音 化 し、 さ らに長音 化 す る。 この ような変 化 を経 た状 態 が

現 代語 のWienに は残 って い る もの と思 わ れ る。 なお 、25、26行 目はhyen、Wyenの 二

重 母音 で押韻 して い る。

む
ZuHeidelberg/Mentz/Basel/gstandenZuHeidelberg,Mainz,Baselgestandenむ
KumenzuletstdochheymmitschandenUndkamenzuletztdochheimmitSchanden.

ハ イ デ ル ベ ル ク 、 マ イ ン ツ 、 バ ー セ ル(の 大 学)を 渡 り 歩 き

結 局 恥 を 持 っ て 帰 郷 す る

gstanden:前 述 のgedurechtetで は、Nhd.で 不要 な完了 表示 の前 綴 りge一 が そ の まま

残 され てい るが 、gstandenで はfrnhd.stan/sten(ston)の 過 去分 詞gestandenのeが 韻

律 を合 わせ るた め語 中音 消 失 して い る。 また意 味 的 に も この語 はimmatrikuliertと い う

大 学へ の入学 手続 き、滞 在 とい った独特 の意 味合 い で用 い られ てい る。 完 了助動 詞 と し

て はsintが 使 われ て お りこれ は ドイ ツ南 部 地域 に見 られ る特 徴 で あ るが、 さ らにMhd.

の完 了態 としての意 味 もこ こで は作 用 して いる ように思 わ れ る。

kumen:くmhd.komenは 、mhd.wonen→nhd.wohnenの ように長 音化 す る こ とな く、

Nhd.で はkommenと な り子 音 を重 ね 書 きす る こ とで短 母音 とな った。 な お、27、28行

目はgstanden、schandenで 脚韻 を踏 む。
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Dasgeltdasistverzeretdo

Dertruckerysintwirdannfro

お 金 は そ の 際 浪 費 さ れ

そ し た ら 印 刷 業 に 甘 ん じ る よ う に な る16)

IstdanndasGeldverzehretso,

30DannsindderDruckereiwirfroh,

das:直 前 のdasgeltを 受 けた指 示 代 名 詞 で強 調 的 な意 味合 い を表 現 した もの か、 あ

る い はdasgeltに かか る関係 代 名詞 と も考 え られ る。 ま たJunghansの 現 代 語 訳 で は こ

の文 を、wennが 省略 され た条件 文 と解 釈 して い る。

truckery:語 頭 のtは 現 代 語 で はdと な るが 、 こ こで は上 部 ドイ ッ語 の特 徴 が 見 ら

れ、rの 前 でtへ と変化 してい る。 また語 末 のyは ア レマ ン方 言 でmhd.iの 長 母音 に替

わ って用 い られ て い た もので 、 これが 現代 語 で はeiへ と二重 母音 化 してい る。

fro:2格 のDertruckeryと 関連 して 「印刷業 を喜 ぶ(満 足 す る)」 とい う意 味 で用 い

られ てい るが 、現代 語 で は2格 を とる用法 は雅語 とされてお り、2格 の替 わ りにfiberを

用 い た前 置詞 句 で 主 に表 現 され る。mhd。froの 長母 音 は現 代 語 で はfrohと 長 音記 号 と

してのhを 添 えて用 い られ 、 こ こで はdoと 、 このfroと で脚 韻 を踏 ん でい る。

Vnddasmanlentvfftragenwyn

Darv13wurtBanneynhenselyn

ワ イ ン の 給 仕 ま で 身 に つ け る

結 局 は 酒 場 の ボ ー イ の 出 来 上 が り

Undda13manlerntauftragenWein:

DerHanswirddannzumHanselein.

Vnddas:従 属接 続 詞das(>nhd.dass)がundと 組 み合 わ されて ここで は 「～ に もこだ

わ らず」 とい う意 味 の副 文章 が形 成 されて い る。

lert:こ のlertも8行 目 と同様 に 「教 え る」 で はな く 「学 ぶ」 とい う意 味 で用 い られ

て い る。15世 紀 以 来lerenとlernenが 混 同 して使 われ る こ とが あ り、 これ は今 日の 口語

表現 に も見 られ る現象 で あ る。

wurt:現 代 語 で は本動 詞werdenの3人 称 単数 現在 形wirdに 対 応す る もので、Frnhd.

の母 音uか らNhd.のiへ の変 化 が ここ に も見 られ る。 これ と類似 して 、frnhd.wUrft→

nhd.wirftの ようにu→iと い う変化 も報 告 されて い る17)。

henselyn:平 凡 人 を代 名 詞 的 に表 すHansの 縮 小 形 が ここで は 。Schani"「 酒場 の ボ ー

イ」、,,Lotterbube"「 遊 び人 」 の意 味 で使 わ れて い る。 また、鴨 、Wn、henselynな どの

長母 音 が まだそ れ ぞ れnhd.aus、Wein、Hanseleinの ように二 重 母音 化 され てお らず 、

31、32行 目は長 母音 のwyn、henselynで 脚 韻 を踏 ん で い る。

20一



S.プ ラ ン トDasNarrenschiff(1494)の 語 法 に つ い て

SoistdasBeltgeleitwolanSoistdasGeldwohlangelegt:

StudentenkappwillschellenhanStudentenkappBernSchellentragt

そ ん な こ と に な る た め に 、 た ぶ ん お 金 は 使 わ れ た

学 生 ず き ん に 道 化 師 の 鈴 が つ い て い る

geleit:mhd.legenの 過去分 詞gelegetの 古形gelegitのgが 脱 落 し、縮約(Kontraktion)

を起 こ した もので、Mhd.で は よ く見 られ る現象 で あ る。 また 、 このlegenは 文 末 のan

と組 み 合 わせ て 「使 う」 とい う意味 で用 い られて お り、現 代 語 の分離 動 詞anlegen「 支

出す る、 出費 す る」へ と語彙 化 されて ゆ く。

Studenten,will:1行 目のStudenttenで は子音tが 重 ね書 き され てい るが この箇 所 には

そ れ は見 られず 、従 って この場 合 のtは 前述 の よ うに、音 声 上 の根 拠 が希 薄 な子 音 の装

飾 的重 ね書 きで あ る と考 え られ る。 これ に対 してwillで は、Mhd.wellenの3人 称 単 数

現 在 形wi1(e)の1がiの 短音 表示 のた め重 ね書 きされ てお り、現 代語 表 記 に近づ い て いる

と言 える。

最 後 の2行 はan、hanで 脚 韻 を踏 ん でお り、 そ して この詩全 体 の脚 韻 につ い て はan、

achtenの よ うに鼻音 で終 わ る ものが9組 で最 も多 く、do、froな ど母音 で終 わ る もの が

1組 と最 も少 ない。

おわ りに

以上、SebastianBrantの 風刺詩の一つ を、韻律 の関係 を考慮 に入れ語法上の観点か ら

調べてみたが、 この時代 に特徴的な、必ず しも音声上の根拠 をもたない装飾的 な子音の

重ね書 きや、U/V、i(j)/yな どの現代語 とは異なる表記法、 また、同 じ意味の語であ り

なが らnit/nutや 、gan/gonと い った異 なる母音の並存、 さらには未整備 な枠構造形

成な ど、初期新 高 ドイツ語(上 部 ドイツ語地域)の 特徴 がBrantの この詩に も見出され

た。

注:

1)Ebert/Reichmann/Solms/Wegera:FruhneuhochdeutscheGrammatik.Tubingen1993.5.124.

2)「 文 法 」、 「論 理 」、 「修 辞 」、 「算 術 」、 「幾 何 」、 「天 文 」、 「音 楽 」

3)bairischに 始 ま り 、ostfrankisch、sch輔bisch、 後 にhoch-、niederalemannisch、rheinfrankisch、

ostmitteldeutschへ 拡 が っ た 現 象 。(Penzl,Herbert:Friihneuhochdeutsch.Bern1984.S.55.)

4)Reichmann,Oskar/Wegera,H-aus-Peter:FriihneuhochdeutschesLesebuch.Tubingen1988.

S.92.;SebastianBrant:DasNarrenschiff.Hg.vonManfredI.emmer.3.,erw.Aufl.{Neudrucke

deutscherLiteraturwerke,N.F.,Bd.5)S.69.

一21



大手前大学論集 第8号

5)Gotze,Alfred:FriihneuhochdeutschesGlossar.7.Aufl.Berlin1967.S.92.

6)SebastianBrant:DasNarrenschiff.Hg.vonFelixBobertag.Berlinu.Stuttgart1889.(Deutsche

National-Litteratur.hg.vonJosephKiirschner,Bd.16)S.75.

7)frnhd.steuer:。Geldhilfe"「 金 銭 的 援 助 」、[Steur〈Stutze:UnterstiitzungdurchGeldandGutコ

(Paul,Hermann:DeutschesWorterbuch.10.Aufl.Tubingen2002.)

8)原 文 に はstreiffenanに 対 して 。anziehen"と い う注 釈 が 付 け ら れ て い る が 、 「軽 く触 れ る 」

と い う現 代 語 のanstreifenの 意 味 で 解 釈 して い る 日本 語 訳 も あ る 。(尾 崎 盛 景:『 阿 呆 船 上 』

現 代 思 潮 社1968.S.104.)

9>Bobertag,Felix:Kiirschner版 。 こ の テ ク ス トで はyは す べ てiに 書 き直 さ れ て い る 。

10)SebastianBrant:DasNarrenschif田g.vonHeinz-JoachimFischer.Wiesbaden2007.S.332.

11)工 藤 康 弘 ・藤 代 幸 一:『 初 期 新 高 ドイ ッ語 』 大 学 書 林1992.S.43.

12>『 ス ー パ ー ・ニ ッ ポ ニ カ2003』(DVD-ROM版)小 学 館2003.「 ア リス トテ レ ス 学 派 」 の 項

(加 藤 信 朗)

Z3)Bobertag,Felix:a.a.0.,S.76.

14)古 代 キ リ ス ト教 の 代 表 的 神 学 者 、 哲 学 者 。 ア レ ク サ ン ド リア 生 ま れ 。

15)Bobertag(Kiirschner版)で はdurchechtet:。verdorben,verwustet"「 荒 廃 し た 」 と い う 注

釈 が 付 け ら れ て い る 。

16)挫 折 し た 学 生 た ち は 自 分 た ち の 教 養 に 基 づ い て 、 し ば し ば 印 刷 職 人 や 校 正 係 に な っ た 。

(Junghansに よ る 現 代 語 訳 、 。Druckerei"の 注)

17)工 藤 康 弘 ・藤 代 幸 一:a.a.0.,S.44.
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Grimm,J./Grimm,W.:DeutschesWorterbuch.33Bde.Leipzig1854‐1971.(dtv5945}

Lexer,Matthias:MittelhochdeutschesTaschenworterbuch.38.Aufl.Stuttgart1992.
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